
法人町民税大幅減収
16億円借り入れ

商工費 1億6101万円  1.2%
議会費 1億5947万円  1.2%
諸支出金 6470万円  0.5%
労働費 5984万円  0.4%
災害復旧費 87万円  0.0%

一般会計の決算額
歳出 133億6224万円 歳入 143億7411万円

民生費
42億7157万円
32.0%

民生費
42億7157万円
32.0%

教育費
18億2999万円
13.7%

教育費
18億2999万円
13.7%

総務費
19億5765万円
14.7%

総務費
19億5765万円
14.7%

公債費（借金返済）
10億8883万円
8.1%

土木費
14億  156万円
10.5%

衛生費
10億5534万円
7.9%

消防費
7億4161万円
5.6%

農林水産業費
5億6981万円
4.2%

町債（借金）　
17億2300万円
12.0%

国庫支出金
11億2667万円
7.8%

繰越金
8億2307万円　
5.7%

地方消費税交付金
7億8105万円
5.4%

県支出金　
7億2054万円
5.0%

諸収入
5億9104万円　4.1%

使用料及び手数料
2億2113万円　1.5%

地方譲与税などその他
3億9510万円　2.9%

分担金及び負担金
2億4323万円　1.7%

町税　
77億4928万円　53.9%
町税　
77億4928万円　53.9%
町税内訳 
固定資産税　41億1951万円
町民税　　　29億7763万円
都市計画税　 ２億9263万円　　　　
たばこ税　　 ２億7834万円
軽自動車税　 　　7751万円
入湯税　　　 　　  366万円

町税内訳 
固定資産税　41億1951万円
町民税　　　29億7763万円
都市計画税　 ２億9263万円　　　　
たばこ税　　 ２億7834万円
軽自動車税　 　　7751万円
入湯税　　　 　　  366万円

採決（反対２：賛成13で認定）

監
査
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池
田　

久
男

　

決
算
審
査
に
付
さ
れ
た
各
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
等
は
、

い
ず
れ
も
関
係
法
令
等
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

計
数
は
正
確
で
、
予
算
の
執
行

は
概
ね
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
。

　

平
成
27
年
度
決
算
で
は
、
法

人
町
民
税
の
減
収
な
ど
、
町
税

全
体
で
大
幅
な
減
収
と
な
っ
た
。

歳
入
全
体
と
し
て
は
増
収
と
な

り
、
単
年
度
財
政
力
指
数
等
は
、

財
政
の
健
全
性
が
向
上
し
て
い

る
よ
う
に
示
し
て
い
る
が
、
減

収
補
て
ん
債
を
起
債
し
た
影
響

が
大
き
く
、
自
主
財
源
比
率
は

大
幅
に
下
降
し
た
。

　

今
後
は
行
財
政
運
営
に
関
し

て
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、

事
務
事
業
の
効
率
化
や
行
財
政

運
営
手
法
の
見
直
し
な
ど
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
、
一
層
努
力
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

平
成
27
年
度
決
算
審
査
意
見
書

平成27年度

決算

今
定
例
会
は
、
平
成
27
年
度
の

決
算
を
審
議
す
る
た
め
、
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原

案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

歳
入
は
、
納
税
義
務
者
数
の

増
加
な
ど
で
個
人
町
民

税
は
増
収
。
法
人
町
民
税
は
大
手

企
業
の
納
付
額
が
大
幅
に
減
少
し

た
こ
と
や
法
人
税
割
の
税
率
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前

年
度
比
15
億
４
０
９
３
万
円
の
減

収
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

減
収
補
て
ん
債
16
億
円
を
借
り
入

れ
、
一
般
会
計
歳
入
総
額
は
前
年

度
比
６
億
３
８
８
０
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
橋
梁
修
繕
、
太

陽
光
発
電
設
備
、
町
営

住
宅
外
壁
断
熱
化
、
町
道
長
嶺
１

号
線
舗
装
、
消
防
救
急
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
、
生
活
道
路
整
備
、
幸
田

駅
西
駐
車
場
用
地
取
得
な
ど
の
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
の
決
算
総

額
は
、
一
般
会
計
（
円
グ
ラ
フ
の

と
お
り
）
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

て
、
歳
入
２
１
５
億
２
１
５
３
万

円
、
歳
出
２
０
３
億
１
０
６
７
万

円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

11
億
５
３
０
３
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
決
算

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

住
民
の
声
を
聞
く

平
成
27
年
度
決
算
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特別会計・企業会計の決算額と採決結果
会計名 歳入 歳出 採決

特
別
会
計

土地取得 3187万円 3187万円 全員賛成で認定
国民健康保険 37億1564万円 36億��856万円 反対２：賛成13で認定
後期高齢者医療 3億2904万円 3億2807万円 反対２：賛成13で認定
介護保険 16億1541万円 15億6225万円 反対２：賛成13で認定
幸田駅前土地区画整理事業 3億3289万円 3億1489万円 全員賛成で認定
農業集落排水事業 3億8415万円 3億7520万円 反対２：賛成13で認定
下水道事業 7億3844万円 7億2761万円 反対２：賛成13で認定

企業会計
（税抜き）

水道事業会計
収益的収支 7億6860万円 6億3116万円

反対２：賛成13で認定
資本的収支 1億3785万円 4億1169万円

橋
梁
修
繕
工
事
（
倉
添
橋
他
）

６
４
３
９
万
円

太
陽
光
発
電
設
置
（
幸
田
・
南

部
中
学
校
）	

４
８
９
２
万
円

町
営
住
宅
外
壁
断
熱
整
備
（
神

山
・
深
溝
住
宅
）３

６
２
８
万
円

町
道
長
嶺
１
号
線
舗
装

３
５
７
７
万
円

消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整

備	

１
億
２
４
２
０
万
円

幸
田
駅
西
駐
車
場
用
地
取
得

２
０
５
３
万
円

斎
場
建
設
負
担
金４

２
８
０
万
円

安
心
で
き
る
決
算

　

町
税
が
15
・
5
億
円
も
大
幅
減
少
す
る
中
、
社
会
福
祉
、
児
童

福
祉
、
健
康
増
進
事
業
や
、
各
施
設
の
長
寿
命
化
や
修
繕
、
太
陽

光
発
電
の
設
置
な
ど
、
子
育
て
や
防
災
の
面
で
充
実
が
図
ら
れ
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
町
民
の
安
心
、
安
全
、
健
康
に
留
意

し
た
財
政
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、「
愛
と
幸
せ
の
あ
る　

安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の
決
算
で
あ
っ
た
。

日
々
低
下
し
続
け
る
大
須
賀
町
政

　

財
政
規
律
強
調
し
年
度
末

16
億
円
借
金
で
豹
変
。

　

都
市
計
画
税
は
矛
盾
税
制
。

計
画
的
廃
止
を
。

　

保
育
料
基
準
見
直
し
、
引
き

下
げ
。
多
子
減
免
に
制
限
設
け

ず
子
育
て
支
援
を
。

　

借
地
13
万
㎡
余
。
借
地
料
４

６
７
３
万
円
余
。
借
地
解
消
を
。

　

安
定
し
た
人
口
増
の
町
へ
。

定
住
化
支
援
を
。

　

中
学
生
海
外
派
遣
中
止
で

５
０
０
万
円
。
修
学
旅
行
費
保

護
者
負
担
軽
減
に
。

　

町
長
が
横
取
り
狙
っ
て
い
る
。

く
ら
し
、
福
祉
を
支
援
す
る
町
政
に

　

税
収
不
足
と
し
て
16
億
円

の
借
金
し
な
が
ら
９
億
７
２

０
０
万
円
の
黒
字
。
一
方
、

基
金
は
41
億
６
６
７
７
万
円

積
み
立
て
た
。

　

法
人
町
民
税
の
一
部
国
税

化
の
影
響
は
大
き
い
。
制
限

税
率
ま
で
引
き
上
げ
自
主
財

源
確
保
を
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
社
会
保
障
切
り
捨
て
に
な

り
反
対
だ
。

　

貧
困
と
格
差
社
会
の
拡
大

で
住
民
の
暮
ら
し
を
直
撃
し

て
い
る
。

　

営
業
や
福
祉
、
教
育
を
支

援
す
る
町
政
を
。

杉
浦
あ
き
ら 

議
員

伊
藤
宗
次 

議
員

丸
山
千
代
子 

議
員

反
対

反
対

賛
成

討 論

Ｑ�

　
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
拡
大

し
て
い
る
が
、
現
状
は
。

Ａ�

　
捕
獲
頭
数
か
ら
す
る
と
、

減
少
は
し
て
い
な
い
。

Ｑ�

　
少
人
数
学
級
の
実
現
を
。

Ａ�

　
少
人
数
指
導
教
員
の
加
配

に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ�

　
ふ
れ
あ
い
農
園
の
拡
大
は
。

Ａ�

　
他
に
も
良
い
場
所
が
な
い

か
拡
大
の
方
向
で
検
討
し
た

い
。

Ｑ�

　
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
印
刷
費
が
高
額
で
は
。

Ａ�

　
競
争
見
積
り
に
よ
り
経
費

の
削
減
を
図
っ
て
い
る
。

２
日
間
に
わ
た
り
集
中
審
議

主
な
財
政
指
数
の
推
移

　Ｑ�
　
経
常
収
支
比
率
が
下
が
っ

た
要
因
は
。

Ａ�

　
税
収
大
幅
減
の
た
め
16
億

円
借
金
し
財
源
を
確
保
し
た
。

Ｑ�

　
未
登
記
処
理
の
進
捗
は
。

Ａ�

　
全
体
３
０
８
５
件
中
の
処

理
不
能
を
除
き
９
９
４
件
残

っ
て
い
る
。

Ｑ�

　
借
地
解
消
を
。

Ａ�

　
解
消
に
向
け
既
存
施
設
の

移
転
含
め
検
討
す
る
。

Ｑ�

　
幸
田
保
育
園
の
大
規
模
改

修
は
。

Ａ�

　
平
成
29
年
度
に
実
施
の
方

向
で
予
算
要
求
を
し
て
い
く
。

Ｑ�

　
国
民
健
康
保
険
税
で
資
産

割
の
廃
止
の
考
え
は
。

Ａ�

　
平
成
30
年
度
の
県
統
一
化

ま
で
は
現
状
維
持
で
。

Ｑ�

　
職
員
の
資
質
向
上
を
。

Ａ�

　
住
民
満
足
度
の
向
上
に
む

け
た
研
修
を
実
施
し
て
い
く
。

Ｑ�

　
保
育
料
金
の
多
子
減
免
制

度
の
拡
充
は
。

Ａ�

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
年
収

３
６
０
万
円
以
下
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
減
免
を
拡
充
し
た
。

Ｑ�

　
中
学
生
の
海
外
派
遣
を
取

り
や
め
た
が
、
今
後
は
。

Ａ�

　
情
勢
を
注
視
し
、
生
徒
の

安
全
を
最
優
先
に
判
断
。

主
な
質
疑

主
な
事
業
成
果
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・
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・
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